
YAMAHパュ毒言

YM Z2 84
Software-contro l led Sound Generator

(SSG L)

■概要
YMZ284 (SSGL)はYM2149 (SSG)相当の音源LSIです。
3系列の矩形波発生器とl系列のノイズ発生器、エンベロープ発生器を内蔵しており、メロディ音、効果音等
の発音が可能です。

●YM2149とソフトウェアコンパチブルの矩形波3音十ノイズl音の音源。
●5ビットDACを3個内蔵し、3音ミキシング出力。
●/CS, /WR制御信号と8ビットデータバスによる汎用CPUインターフェイス。
●8オクターブの広い発音域。
●広いダイナミックレンジのエンベロープ発生器による滑らかな減衰感。
●5V単一電源、シリコンゲートCMOSプロセス。
●16ピンプラスチックDIP (YMZ284-D)または、16ピンプラスチックSOP (YMZ284-M) ｡
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■特徴
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■端子配置図

■端子機能

" ) I + :プルアップ抵抗付入力端子

Top View (1 6 pin DIP, 1 6 pin SOP共通）
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NC 名称 I /O 機 能
I ／WR I C P U イ ン タ ーフ ェ イ スラ イ ト イネ ープル
2 ／Cs I C P U イ ン タ ーフ ェ イ ス チ ップ セ レ ク ト
3 A O I C P U インターフェイスアドレス／データセレクト
4 V D D 一 ＋5V電源
5 s o 0 SSG音源DAC出力
6 G N D Ⅱ■■■ グ ラ ン ド

7 ‘ M I マスタークロック入力
8 ／IC I ＋ リセット入力
9 D 7 I C P Uインターフェイスデータ（MSB）
10 D 6 I C P U イ ン タ ーフ ェ イ ス デ ー タ
11 D 5 I C P U イ ン タ ーフ ェ イ ス デ ー タ
12 D 4 I C P U イ ン タ ーフ ェ イ ス デ ー タ
13 D 3 I C P U イ ン タ ーフ ェ イ ス デ ー タ
14 D 2 I C P U イ ン タ ーフ ェ イ ス デ ー タ
15 D 1 I C P U イ ン タ ーフ ェ イ ス デ ー タ
16 D O I CPUインターフェイスデータ（LSB）
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■ブロック図
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可変音量はエンベロープ発生器によって制御

■端子機能説明
1．●M
マスタークロック入力です。入力周波数は1～4MIhです。

2．D 0～D 7

8ビットのデータバスです。

3．/CS．/WR・AO
8ビットのデータバスからのアドレスとデータの瞥き込みをコントロールします。

4． / I C

0 L ' の時システムリセットになります。レジスタアレーの内容が全て$O ' になります。
5 ． S O

音声信号のアナログ出力です。
6 . V D D

+5Vの電源端子です。

7 ． G N D

接地端子です。

■機能説明

SSGLの全機能は15個の内蔵レジスタによって制御されます。
以下は各ブロックの機能についての説明です。

o楽音発生器…..…..…..…….…各チャンネル(A, B, C)毎に、周波数の異なった矩形波を発生きせます。
oノイズ発生器"…….…………疑似ランダム波形を発生します（周波数可変)。
。ミキサー.…..……........………各チャンネル(A, B, C)の音楽とノイズの出力をミキシングします。
｡音量コントロール.…………各チャンネル(A, B, C)毎に、一定音量または可変音量を与えます。

一定音量はCPUによって制御され、可変音量はエンベロープ発生器によ電
されます。

｡エンベロープ発生器………各種のエンベロープを発生させます。
｡ⅣAコンバータ…….…………ミキシングされた音声信号をアナログ出力します。

8 - 3 8

/ C S ／ W R 帥 動 作
L          L L SSGLにアドレスを書き込みます。
L L H SSGLにデータを書き込みます。
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■レジスタアレー

注) 1:$0FのD7, D6, D5, D4は必ず@0'にしてください。

Ⅷ間凡Ⅲ
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’ ■ 弓 1 , 1 1

Ⅱ

1 吋

fMasterはマスタークロックの周波数
TP=TP1 1 *2''+TPIO*210+'IP9*2'+TP8 *28+TP7*27+TP6*26+TP5 * 25+TP4*24+TP3 *2]+TP2*22+

T P 1 * 2 + T W

●ノイズ周波数の設定（＄06）

ノイズ発生器で作られるノイズ音の
周波数fNは次のように決められま
す。

fMasler
伽＝

fMasに『はマスタークロックの周波数、NP=NP4*24+NP3*23+NP2*22+NPl *2+NPO

●ミキサーの設定（＄07）

各チャンネル(A, B, C)ごとに楽音
（トーン）及びノイズ音を出力する
かどうか設定します。
レ ジ ス タ に ‘ 0 ， を 書 き 込 む と 音 を
出力します。ノイズとトーンが共に
‘0，の時はミキシングされて出力さ
れます。

■レジスタ機能

●楽音周波数の設定（＄00～$ 05)

3チャンネル(A, B, C)の楽音発生
器で作られる矩形波の周波数frは次
のように決められます。

YM Z 2 8 4

32NP

8 -40
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＄”（チャンネルA）

＄ぬ（チャンネルB）
$04（チャンネルC）

D 7 D 6 D 5 D 4 D 3 D 2 D l D O

TP7 TP6 T P 5 T P 4 T P 3 T P 2 TP1 T PO

$01（チャンネルA）

$03（チャンネルB）

$05（チャンネルc）

D 7 D 6 D 5 D 4 D 3 D 2 D l D O

TP11 TP10 TP9 T P 8

$06

D 7 D 6 D 5 D 4 D 3 D 2 D l D O

NP4 NP 3 NP 2 N P l N P O

$07

D 7 D 6 D51D41D3 D21Dl D O
’ み ' ’ ● ノイズ トーン

C B A C B A
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●音量コントロールとDAC ($08～$ OA)

各チャンネル(A, B, C)の音量を設
定します。
M=0の時は、L3, L2, L1, LOの4ビッ
トのデータによって16通りのレベル
から1つを選択します。
M==1の時は内蔵のエンベロープ発生器で作られる", E3, E2, E1, EOの5ピッ
御します。E4, E3, E2, E1, EOは時間と共に変化するので、可変音最になります。

5ビットDACは最大振幅を1Vに正規化した時に、以下に示すような出力に変換します。
これは直線対数変換になっていて、広いダイナミックレンジを持ち、自然な減衰音が得られます。

1 V
15

841

Ⅷ､川凡

I

7 0 7 14

595

ﾄ のデータによって音品を制

1 3

､354

. 2 9 7

.25

.21

, 1 7 7
.149
‘ 1 2 5

31

12

11

3 ( I

0

2 9

図中左半分の添字は、L3 * 23+L2 * 22+L l * 2+ ID、
図中右半分の添字は、E4*24+E3*23+E2*22+El *2+EOです。

2 8

8

蝿5

2 7

12 6

図1  D/Aコンバータの出力レベル

,2345興鍛
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エンベロープの周期
(1 /fE)
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●エンベロープ周波数の設定( $OB～$ 0C)

エンベロープの繰り返し周波数 f Eは
次のように決められます。

企＝

fMasterはマスタークロックの周波数

fMasIer

EP=EP15*203+EP14*2'4+EP13*2'3+EP12*212+EP11 *2' '+EP10*210+EP9* 29+EP8 *28+EP7*27+

EP6 *26+EP5 *25+EP4 *24+EP3 *23+EP2 *22+EP1 *2+EPO
実際にエンベロープ発生器で使う周波数mAの周期は、エンベロープの繰り返し周期( 1/fE)の1B2です。

5 12EP

●エンベロープの形状コントロール( $0D)

エンベロープ発生器は、E4, E3, E2,
E1, EOを出力する5ビットのカウン
ターを持ち、エンベロープの繰り返
し周波数fEの32倍の周波数でカウン
トします。

YMZ2 84

CONT, ATT, ALT, HOLDの設定によりこのカウンターをアップカウントしたり、ダウンカウントしたり、
1サイクルで止めたり、繰り返しをさせたりしてエンベロープの形状をつくります。

このカウンターは、$ODのレジスタにデータが書き込まれた時にカウントを開始します。

。年
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CONT, ATT, ALT, HOLDにより、エンベロープは表4に示すような各種形状をとります。

’

Ⅷ､縄Ⅲ

→'1/企|←エンベロープの繰り返し周期

8- 4 3

D 3 D 2 D 1 D O
エ ンベ ロ ープ 形 状
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■電気的特性
1．絶対最大定格

2．推奨動作条件

3．直流特性（条件: Ta=0～70℃D VDD=5.0±0.25V)

｜
’

YMZ2 84

’

: /ICを除く全ての入力端子に適用。
: / IC端子に適用。

:全ての入力端子に適用。

’

l
l
l

4．アナログ特性（条件: Ta==0～70℃,  VDDs=5.0±0.25V)

*l:SO端子に適用。最大音鉦、RL=1kQ、peaktopeako

8 - 4 4

｜
’

１
１

１
１

１
１

１
２
３

＊
＊
＊

項 目 記 号 定 格 値 単位
電 源 電 圧 V D D - 0 ． 3 ～ 7 ． 0 V

入 力 電 圧 V I Vss-0．3～VDD＋0．3 V

保 存 温 度 Tstg - 5 0 ～ 1 2 5 oC

項 目 記 号 最 小 標準 最 大 単位
電源電圧 V D D 4.75 5 5.25 V

動作温度 Top 0 25 70 o C

項 目 記 号 条件 最 小 標準 最 大 単位
入力‘ 圧 H レ ベ ル VIH ＊1 2.2 V

入力‘ 圧 L レ ベ ル V I L ＊1 0.8 V

入力電圧Hレベル VIH ＊2 3.5 V

入 力 電 圧 L レ ベ ル V I L ＊2 1．0 V

入力リーク’ 流 I u V I＝0～5V，＊1 - 1 0 10 ↓LA
プルア ップ 抗 Ru ＊2 60 250 6 伽 k Q

入 力 容 最 C l ＊3 10 pF
電 源 理 流 IDD 10 m A

項 目 記 号 条 件 最 小 標 準 最 大 鬮 圃

アナログ最大出力振幅 VO A ＊1 1,50 1.70 1,90 曲
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5．交流特性（条件: Ta=0～70℃, VDD = 5.0±0.25V)

I

6 ．タイミング図

(1)マスタークロックタイミング

Ⅷ関川瓜

＃M

(3) CPUインターフェイスタイミング
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項 目 記 号 最 小 標 準 最 大 単 位
マスタークロック周波数 従 1 4 M H z

マスタークロックデューティ ， 4 0 60 ％

マスタークロック立ち上がり時間 tR 20 n s

マスタークロック立ち下がり時間 t F 20 n s

リセットパルス幅 tlCW 5 /』S

アドレスセットアップ時間 tAS 20 n s

ア ドレスホールド時間 tAH 10 n s

チップセレクトライト幅 ICSW 30 n s

ライトパルスセットアップ時間 IWS 0 n s

ライトパルスホールド時間 t W H 0 n s

ライトデータセットアップ時間（アドレス） tWDSA 10 n s

ライトデータセットアップ時間（データ） tWDSD 10 n s

ライトデータホールド時間（アドレス） tWDHA 10 n s

ライトデータホールド時間（データ） tWDHD 10 n s
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